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者

階

級
 

は

於

て

軒

は

れ

た

こi

统

ゆ

如

か

で

あ

.
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を

o
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獨

立

經

營
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翁

女
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0
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、哗n
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八
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ニ
七
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八
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九
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ハ

1
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ぜ
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八
、ll

w

九 

r
l
j
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九
、六
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m

 

r
、

九
-

^

;

-
f
?

耶
も
家
族
の
み
で
耕
作
に
從
事
すw

小
地
主
は
依
银
土 

地
を
離
れ
？̂
し
て
生
運
物
を
高
®

 L
r
»
,

い
唯
-
發
傲
薪 

微
快
な
る
生
活
-

^

.

^

求
：
て
都
敢
の
#

 

H
i

に
走
ク
ゲ
に
な
い
み
で
あ
る
デ
然
し
戰
後 

於
て
ぱ
聊
能
は
於t

:

を
右
の
狀
據
れ
繼
績
し
て
行
ぐ
に 

ぱ
多
ガ

§
•

圓
維
が
氣
ら
ぅ
。
宜
し
く
备
方
®
か
ら
研
银 

す
る
の
旅
踏
あ
益
®

で
あ
み
。
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第

1

機
械
耕
作

お
に
述
ぺ
化
如
ぐ
.

國
で
は
聊
前
に
農
業
够
織
，ゆ
滅
'

域

人

M

立

贷

働

お

'  V
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d

七

H
.ゾ

ハ

五0

き-

M

ル
0
四
、0

,1

四

四

.
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U
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八

ニ
.四

'九
七
、五

1

七

五

八0

ニ
、
四
七
0 1

、111

セ
四
、*

K

五
八
四CH

ル
、
H
aニ 

'七
七
Q ;

六
ル
八
、

0

六0

九
！nA
、
5
0 

ni

八
.五、M

四一

\

タ

を

来

し

た

が

、
：
ぶ

、
；

S

は

m

減

使

用

の

發

遂

普

ル

に

ょ
 

一

つ

て

.

®

は

れ

み

と

諫

ホ

ら

れ

4
:
0̂
'
如

何

に

も一
i
l
l

の

斯
 

入

機

械2

能

.く

十

人
：®

勢

舰

に

i
,

當

す

を

♦

業

を

な

し
 

得

る

こ

ビ

は

事

實

で

れ

を

が

、

然

キ

I

ガ

人

か

ら

で

 

-

は

叶

は
1
3
作

驚

レ

ホ

レ

、

れ

他

^
^
機

械

の

使

用

及

び

維
 

热

L
r

も

或

.る

數

の

人W

を

必
.耍

ビ

す

る

の

事

情

：
^

.

^

る
 

^

加

I

 

.て
0

0
 

^

處

：

§

 *!§

 

®

じ

も

撒

腐

さ

れ

て

あ

る
 

ビ

い

ふ

譯

？̂
ほ

ザ

-

i

じ

观

入

機

滅

及

び

株

斯

機

械
 

の

如

き

はr
H

ン
•
ネ

.
，ル

モ

 ̂

I

日

ょ

®

積

ヤ

グ
ダ

ぶ

以
上
の
出
地
；^

於

て

す

を

に

あ

ら

.ざ
れ 

ぱ

其
：

Q

使
用
は
經
濟
的
で
な
い
ビ
い
ふ
こ
ビ
で
あ
る
。
 

振
し
て
然
ク
ふ
す
れ
ば
小
®
精
の
土
地
で
は
機
械
の
使 

用
は
失
'

费
例
れ
i

な
な
腐
が
お
る
か
ミ

小
邀
紐
織
の 

卿
®
で
は
機
械
耕
作
の
發
達
は
請
棟
の
耕
作
用
機
械
の 

'

典
同
購
買
に
.

ょ
る
外
之
を
望
む
こ》

J

は
出
来
な
：い
。；
幸 

§
て
佛
®

.

で
は
.

千
九
ぼ
十
五
.

ギ
九
月
‘

七
：ほ
の
傅
W

に 

J

力

.て七
,1

め
農
業
者
の
M

體
じ
向

0
,

て
動
力
.機 

械
購
入
‘

の
ね
め
じ
購
入
®

,

の
H

分
の

I
.

ま
で
の
W

助
金 

を
與
ぺ
て
居
か
、
激
し
千
九
商
☆

年

十

二

月

二

十

九
：！：！ 

の
法
'

!

;

^に
ぶ
を
農
紫1

1
5
2̂

を
'

利
用
.す
る
嫩
體
の
揚
合
じ 

は
•

こ
れ
以
上
更
に
K

分
のJ

i

で
補
助
金
を
增
加
す 

を
こ
ざ
.

に
な
，つ
て
居
な
か
ら
.

し
て
、
廣
民
.

が
個
人
主
，義 

的
で
な
ぐ
稀
子
，*

料

の

購

質

組

合

、
.
農

鹿

物

の

服

賣 

は
糖
®

組
發
、
弗
乳
生
商
組<

n
、

家

畜

死

亡

保

險

組 

合
等
'

に
‘

か
る
.

闇
®

的
の
訓
練
を
.

受
け
て
居
る
地
方
.に
於 

t

-

は
機
桃
耕
作
組
仓
が
組
織
せ
ら
れ
な
で
あ
.

，^-
ぅ
。

j
s

 

し
て
機
滅
耕
作
は
小
®

職
の
土
地
が
諸
力
，
散
f

f

i

交
錯 

M

卷

(
一

七
七！ 

)

 

' 

0
 

0
 

.

ま
脚
1

ゆ
廣
徵

し
t

居
ク

P

ゆ

不

1

だ 

^

は
は
中
八
.

拝
八
十
四
年
め
‘

法

得

を

適

用

し

て

土

地

.变 

換

を

行

ひ

以

P

零

細

農

場0

集
#

<
n:

併

が

促

進

せ

ら

れ 

る

で

あ

か"ン
0

然

し

な

，が
&

全

國t

般

に1
且0
て
'斯
る 

方
.

法

；に

よ

る

5
-

小

厲

の

：機

械

耕

作

組

.

♦

の
發
：生

を

..期

持 

I

ご
ビ
は
.

出
§

 t

。
從

e

で
.

暫

の

侧
f

衆
間 

週
は
小
經
營
者
の
機
械
め
共
同
購
入
じ
よ
タ
て
解
決
せ 

S

ホ
ベ
し
ぶ
考
，へ.
る
.
.こ
i

は
大
な
.

る
諫
：で
あ
る
9

菩
人 

の
'

爲
る
所
.
.ほ
よ
れ
ぱ
ル
農
相
互
.

の
組
A

n

は
零
に
可
能
な 

譯
.

で
も
な
ぐ
又
を
が
必
す
し
も
有
利
な
！！
で
も
な
い
、
 

所
が
何
れ
の
地
梦
に
於
て
；，^
#

數
の
小
農
業
者

y
j

同
時 

に
大
農
業
者
及
.

中
農
業
者
が
俳
存
じ：

て
居
る
か
ら
し
て 

是
等
の
雨
卷
を
聯
金
せ
ね
む
る
の
が
機
械
耕
作
.
發
達 

せ

む
'

る
好
手
段
巧
あ
る
-

思
は
れ
；

<
?

の' 
で
あ
ふ
0

蓋 

し
大
農
業
者
は
：a

代

的

の

農

業

機

械

購

賀

..の

費

用

を

支 

出
す
る
の
能
力
が
あ
.

な
か
ら
勞
働
办
.

節
約
C

費
用
の
節 

約
ゐ
を
來
す
が
如
ぎ
機
械
を
W

入
れ
た
.
す
れ
ぱ
機
械 

®

轉
榮
働
者
の
数
鎭
播
加
#

i
2：

作
業
執
行
め
迅
速
ビ
い

0
f
0
.

1-

旧

セ
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0
 

0M0M̂

ぶI
j

つ
：の
結
染
を
來
す
だ
ら
.T

N、':.

後
激
ゆ
結
染
を
利
用 

し
て
小
廣
業
者
シ
便
所
料
を
拂
つ
て
大
農
業
ポ
の
機
械 

を
借
入
れ
る
ァ
V

W

が
出
来
る
か
を
で
あ
る
：。
か
ぐ
し
て 

小
邀
業
激
も
水
く
f

f

l

舍
H

止
よ
る
ニ
が
出
水
、现戰
 

银
に
よ
り
て
多
數
i

#
の
靑
年
の
贼
少
を
来
す
に
も 

拘
ら
す
農
業
問
題
を
解
決
す
る
，J

，じ
が
出
來
る
の
で
あ

i
-
o 

"
パ
ソ
ス
‘

.

.

,

ゾ
':

ィ

農

業

に

必

要

な

る

勞

‘働

を

邀

業

界

に

確

保

せ

ん

が

た 

め
に
.

は
勞
銀
を
高
む
る
の
必
要
あ
る
こ
ご
：云
ふ
ま
で
も 

§
o自
分
のS

究
の
結
果
に
よ
れ
ぱ
佛
國
内
の
嚴
多 

の
地
方
の
農
業
勢
銀
は
千
ル
西
八
千
年
か
ら
千
九
：而
十 

年

じ

至

る

三

十

年

間

に

，於

て

約

五

割

の

腾

貴

を

来

し

て 

思
A

が
？
而
も
猶
ほ
未
だ

H

業
勞
銀
，

"レは
比
例
が
保
た 

れ
.

て
居
ら
ぬ
。
冬
期
ユ
り
.も
高
き
を
常
す
る
夏
期
の 

i

s

で
.す

ら

全

嵐

平

拘

の

都

市

的

勞

銀

よ

り

も

少 

額
で
あ
る
。
故
に
梟
民
の
都
市
够
化
を
®

此
せ
ん
i

欲 

せ
.

ぱ
须
&

ぐ
各
®
の
農
業
勞
働
き
に
對
す
る
榮
銀
を
ぱ 

H

業
勞
働
.

者
ゆ
を

4

ざ
周

1

特
说
ま
でH

?

土
る
こ
i

が

$
0
丄
四
八

ノ必要でぁ：

自
働
勢

#

氣
竿
播
權
機
，

义
機
を 

使

用

す

る

，
勞

働

者

は

自

を

技

術

家

マ

し

辦

轉

者

i

の！：， j

ク
： 

に
分
た
れ
る
が
、I
前
者
は

H

場
の
そ
れ
ご
同
！
で
わ
る
‘ 

か
4

.

勞
銀
さ
へ
高
む
.れ
ぱ
之
が
慕
集
は
容
易
な
る
ベ
く 

後
者
は
機
械
の
完
成
に
ジ
.

れ
て
其
の
：
®

要
を
減
す
る
襄 

も
入
營
前
の
靑
年
i

か
老
人
ご
か
或
は
農
業
勞
働
の
中 

堅
た
る
，旧
傭
勞
働
者
が
喜
ん
で
之
に
從
事
す
る
こ
ご
に 

な

る

た

，ら

ぅ

。
：
勞

銀

さ

；
へ

高

む

れ

ぱ

勞

働

者

の

不

足

じ 

S

じ
む
ご
と
.

は
‘

な
い
の
で
め
る
？

' 

、:

:

.

,

然
6

ぱ
此
の
勞
親
の
弓
上
は
如
何
に
し
て
之
を
實
税 

し

得

ベ

き

か

'
。

そ

は

生

産

，物

の

代

偕

の

：維
待
又
は
場
八
ロ 

に
ょ
ク
で
は
其
の
引
上
を
な
す
に
ぁ
ら
ざ
れ
は
望
むM

J

 

は
出
来
な
ぃ
。
，佛

國

圓

者

聯

翁

會：

植
九
西
十
五
 ̂

年
九
月

1
4

十☆

 G
?

の
'實

行

悉

真

會
0
會八：！

に

於

て

戰

後 

に

於

て

代

價

の

騰

貴

を

.

必

要

な

b
 

i

決

譲

し

た0 

f 

吾

人

：の
M

る
：所£i；

ょ
：れ.ぱ

代

债

の

，騰

貴

を

来

す

こ

ビ

な 

く 
i

も

機

械

耕

作

に
.

-

^

:る

廣

業

勞

働

：者
の
：勞

銀

を

塘

加

： 

す
る.
i

.

ミ

は.
不

河

能

ホ

は

な

，
い

を

思

は

れ

る

0

蓋

し

瞧

ま
物
の
原
價
サ
ご

)

，
#
作
み
代
價(：1

1
.).

肥
料
み
化
惯 

(

ニ I
)

借
地
料(

四

)

租
税
及
保
臉
のS

I

條
仲
に
よ
.

：つ
：ャ
觉 

'

ま
る
も
の

で

あ

つ

て

；
、

そ

の

中

で

最

も

®
.
要

な

る

地

位 

S
む

る

も

の

は

耕

作

の

代

價

即

ち

勞

働

：の
.代

慣

で

あ 

る
が.
，
廣

業

勞

働

は

之

を

分

解

す

れ

‘ぱ

機

械

に

よ

る

勞 

働
.

で
人
セ
よ
义
勞
働
ヒ
に
-

6

リ
て
行S

 

が
故
に
耕 

作
の
代
價
の
減
少
を
来
さ
ん
が
れ
め
に
は
一
方
人
の
勞 

，働

を

節

約

し

他

j
i： ?

製

作

を

，優

良

，に

し

長

期

使

用

じ

堪

ゆ 

，る
所
の
機
械
を
完
成
す
る
の
.方
法
に
よ
る
の
外
は
な 

い
；
、

：

然

る

に

费

し

人

の

需

數

が

。
減

す

れ

ば

生

：産

物

の

代

. 

價
を
高
换
る
こ
ご
な
ぐ
し
て
從
来
よ
り
も
高
額
の
勢
银 

を
受
け
得
る
こ
ご
に
な
る
か
.

ら
で
み
る
.
0 

.

.

斯
0

如
く
に
し
て
或
る
地
方
に
於
て
は
戰
後
の
農
業 

間
願
を
機
械
#

作
に
：^

つ
て
解
決
す
る>

 

Sも
出
來
る 

の
であ

-
*
P

が
、
然
し
な
が
ら
國
內
全
部
に
直
づ
て
機
械 

耕
作
f

f

l

合
の
朔
織
を
望
む
こ
i

も
出
來
な
い
し
、
又
凡 

て
の
•

地

力

に

於

大

展

か

小

農

を

助

け

得

る

の

.地

ま

に 

在
'

る
-VJ

.
'

も

ミ

へ

ぶ.いのモかるからして、.

時

猪
す
卷
，

(

：5

虫ラ
.

；雜

.:

錄

置戦後

S

業

に
他
の
解
決
方
.

像

4
}
.

も
採
風
じ
-

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
，に
か 

:

吾
人
：の
焉
に
：^
:

^

ぱ
ト
は
：

y
:

ベ
.1

，
'

耕
作
制
S

.

變

更
：

：
.
-

' 

:
V

 

.

ニ

ノ

農

業

會

：社
の
組
織
ぐ

‘ 

.
，

；
：
：
‘
：
/

 

:

.

:

'

三
"

外
®

勞
働
者
'

の
輸
入
處
內
國
殖
民
に
.：̂
る
勞
働

.

.

雾

保

留

： 

,

バ
の
外
出
.

づ

る

こ

ご

，
は

出

来

な

い

i

信
す
る
。

.

第

U
:

 

'

♦

作
制
度
の
變
！

，
.

：.

V

.

ぱ
何
れ
の
地

，
方

，に
於
て
も
、
如
何
な
る
農

紫
制
度
を
可 

:

と

す

る

い
ふ
r

j

ふ
は
を
れ
に

，要
す
名
勞
働
の
分
燈̂
 

,

ご
傘
の
地

方

、に

於

ャ

，
利

用

し

得
：：Y

き

努

働
の
分
量
：y

j

 

0

 

:

比
較
：に

ょ

定

ま

る

；
^

の
で
お

る

。

佛

國
で
は
二

十
 

年
浓
農
業
勞
働
の
减
少
を
來P

た
結
染
i

し
て
僅
少
の 

努

働

者

の

み

で

事

足

る

所

，の

耕

作

制

度

が

'

行
は
.

る
.
、

こ 

y

 

\

な
つ
す
牧
畜
が
，發達

-
:
3
:
^
。

.

そ

©

有

樣

は

耕

作

地 

V
J

牧

場

ご

の

面

積
0

變
動

..を
示‘
す

次

の

.表に
：
ょ

つ
て
，窺 

知

ま

ぶこ
，，

-：.
g

が

出

來る
。
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九
o
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,

银
.
r 

錄
.：

他 

，
耕

.

地

.

牧

(
H

タ
タ-
"
•

ル〕

i

:

五
、
0

0

九
、.^
5

1

巧
ム

1

I
1

ち

 ̂H

夕

タ

，

ヤ0 

:
Q
n
r

四

ぐ
.

:

s

八 

J

 

七
、‘六0

ニI 

.

-，ベ- 

■
 

r, 

 ̂
'

-

.
i

i

M

s

i

 寄

の
代
撒
：

め
黏

f̂
'
r
s
T

し
‘

す̂

^

.

轉

の

可

：能

な
.

る
.

凡

：て；. 

s

f

 

¥

敬
#

の
§

が
渡
働
さ
れ
た
に
よ
る
こ

. 

ポ
富
ね
能
は
.

さ
る
，所

で

あ

る

れ

、
，

.そ

.れ

は

卷

に

作

h

i

類

め

雄®

生

運

を

な

す

，

』

ご
^

5
?

さ

な

いS

何

：ゼ

お

れ

ば

辟

が

小
. 

谈
#

#

の
：妨

1̂
1

ぜ

な

：

る
；
.
>

 

ふ

こ

どU

何

鶴

立

證

.さ
れ 

.

て
？

な

い

の
t

&

^

s

, s

i

 

r

i

,之

，
じ
，
.反

し

て
 

タ

か

も

ヤ

ぁ

る

。
，
英

國

ゆ

霞

は

：厳

ふ

，

よ

く

此

，のi

を

ま

る

マ
X

M

$

S

0

S

§

0

 

0

^

オ
ン
：
ク•
ド
•

ラ

律

ル

う"
⑧

述
.

ぶ

§
i
4

よ

れ

• 

5

P

.

^

國

に

：於

て

は

#

物

が

直

接

に

人

間

の

食

料

に

供

せ 

ら
ふ'
'

へ

め

故.を
：以

て

：先
づ
；な

が

生

库

に

最

も

參

ぐ

の

力 

が

注

が

れ

お
.

ふ
に
！
^

し

、
英

國

.で

は

氣

候

並

に

反

省

の 

結

嚴

ぢ

し

て

ま

 

'ン
他
の
も
の 

に
，始

め

；
：

め

耕

作

に

向

，
ウ

H

そ

れ

は

英

國

で

は

困
®

.

-r
-： H

族
： #

が
地♦

を

枯

海

せ

，
し

，
め

き
レ
い
ふ
：事

擁 

が
♦

つ

ね

，
か

ら
.

で

あ

，る

、
.

而

し

て

そ

れ
’

は
-5

-

部

よ.P
V

も
， 

礼
®

R

於

V
:
"
'
,

甚

し

か

つ

た

，

の

|

^

^

は

-穀 

物

の

稚

ま

ボ

齡

て

⑩

力
み

」

，恢

復

せ

し

む

る

に

散

も

®

 

し

た

も

の

で

あ
.

つ

て

親

物

栽

培

を

な

さ

ん

i

欲

せ

ぱ

先 

づ

第一

に

家

畜‘生

産

に

向

は
.

な

け

，
れ

ぱ

な

ら

ぬ

、
家
す
ぱ 

生

瘦

モ

赠

加

ず

，る

こ

ご

は

即

ち

藻

康

增

加

> 

r

5

り
ぐ
小 

麥

收

職

の

想

如

を

娘

す

の

手

段

：に

な

.

レ

な

いV
J

い

ふ.

ャ」

Cに
氣

付

：
い

た

め

で

r

 ：
!
§

め

は

家

畜W

料
i

し

て

自 

然

が

の#
^

を

以

て

滿

.足

し

土

地

の

一

半

を

牧

場

と

し 

て
秘
の.
一
’
'
半

を

穀

物

栽

培

地

並

に

休

耕

地

に

供

し

た

の 

が 
>

'

後

ぐ

は

お

じ

满
.

足
.

章

，
^

し

て

人

工.，

場

を

ホ：，
^

.

遂
は
は
穀
物
#

作

を

麟

じ

て
！}-

八

西

五

十

年

頃

は

そ

の 

作
附
面
積
は
燕
褒
耕
作
を
合
め
て
も
全
職
の
±
地
の
湿 

分
の

j
:

以1
^

じ
過
ぎ
な
：^》

：

ふ
ポ
度
に
雄
，^

ね
、
而 

‘

も
此
の
耕
作
制
廣
の
瘾̂
^

な
ホ
し
，

 ̂V
J

は
家
畜
续
潘
め 

贈

加

に

仲

ぅ

て

小

麥

生

ま

湖

.
の

赠

加

を

來

し

た

ふ

い

ふ 

、
一

事

に

ユ

も

，て

撒

朋

せ

ら

れ

る

。

面

積

に

於

て

失

ク
お 

所

の

も

ゆ

を

银

約

に

i

ま

得

る

へ

！
^

業

ぱW

時H
1
1

ゆ

を

ザ
名
こ

ぱ

か

出

寒

る
' 

の

で

あ.る
ひ/J

ラ

、
H

ル

！

j

ュ 

パ

t
f
s

 

.

ジ
て
居
る
ッ
'

戰
後
の
佛
國
に
於
て
も
大
家
畜
飼
養
き
並
に
數4

.

ク 

タ
1

ル
の
牧
場
し
か
有
れ
ぬ
ル
農
業
者
.

に
ょ
，つ
て
家
畜 

飼

養

が

奸

は

れ

あ

ら

ぅ

①
，
前

®

は
.家

畜

構

成

め

お 

め
に
S

年
月
に
®

や
て
資
金
.

^

殺
入
®
ぜ
す
る
こ
ぶ
溶 

為

な

，ホ

ぺ

く

、

後

者

：

^

長
き̂
^

;

ゆ1
ホ
，.
#

瓶
さ
は
1

1

!ダ
月 

の
農
雜
精
源
じ
ょ
：

0

て
そ
.

の
..資

金

め

融

通

を

受

け

得

ぁ 

あ
を >

プ
。，

：

農
業
信
獨
機
«
:
は
小
經
營
蔣
の
游
め
に
ダ 

し
之
に
.

向
ク
'

て§
!

月
を
解
放
し
て
居
ネ
ら
し
て
戰
後 

•̂
Jを

ニ
：：層

完
全
.
i
i
.刺

湖
す

る
.ニ
■
:
î拟

.
l̂
i
i彼

薛
@な

す

.

(

 

I

 

★

ま

)

雜

，
.

條

：：

戰

禁

ボ
き

所

で

あタ
て

資

金

は

決

し

て

，缺

领

し

て

居

ら

な

い

0
 

0
 

◎

◎

◎

数
◎

◎

◎

◎

後⑤參®錄

P

第
，

M
1

濃
業
の
資
本
主
義
化

V
J

魏
同
ま
義
的
進
化 

,
‘
-ン
戰
後
沸
國
農
業
は
牧
畜
濃
©

ま向
に

，！
：

ふ

ぁ

の

が

あ
 

る

だ

ら.
§

れ

ど

も

凡

て

の

農

紫

を

此

方

向

^
:
.
^
向
は 

し

ひ

る

の

は

恐

，

S

ぶ

不

刹S

で

0.̂ろ
0
 

‘

佛

國

.
に
は
小 

麥

栽

培U
,

よ

つ

て..優

に®

つ

て

.0リ
Pる-j

-
l

地

に

え

し 

パ
な
い
、*1̂

を

も

驅

つ

V

牧

草

地VJ',

するこ思の
 

ゎ

だ

。
.

.

土

地
©

耕

作4
^

法
，
は

地

質

如

何

に

よ

つ

て

览 

む
ぺ
き
も
の
*

で
あ
る
ミ
®

ホ
.

る
。

,

さ
て
廣
業
經
營
の
‘

ホ
法
に
.

就
て
R

然

過

去

を

改

む

.
る 

め
必
恶
な
'

る

j

事
が
あ
る
、
：そ
れ
は
小
經
營
を
拾
す
\

 

ホ
經

營

に

す

る

こ

詳

し
<

云

：
へ
ば
，資

本

主

義

的

か 

叉
m

獎
同
主
義
的
か
何
れ
か
⑧
形
武
に
よ
り
大
々
的
の 

濃
讓
释
服
,

^

組
織
し
^

:

>

以

て

農

紫

を

廣

藥

化

す

る

.
^
^
い 

ふ
こ
I

で
あ
る
。.
雨
*

,

^

ゆ
何
れ
を
可
ご
ず
る
.や
は
今 

H

斷
言
す
.

る
：
こ

ぜ

は

出

來

な

1̂
,

が
、
何
れ
に
し
.て
も
有 

势
み
る
會
徹
.

組
織
が
出
来
れ
ぱ
鶴
て
家
内H

業
に
次
で

第
，すi

f.

纖

1
M
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.
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都

十

铅(
！

ル
七
i
c
雜

錄

佛

擺

後

ゆ

囊

大

H

業
起
ゥ
ル
®
摸
腐
紫
が
大
规
摸
商
業
に
併
巷
さ
れ 

セ
，ダ均

.
-
3

ぐ

.農

業

上

に

於

す

.
も

小

靓

營

の

现

狀

か

ら

大 

所
礙
大
經
營
に
夥
リ
莊
に
進
化
！̂
生
れ
名
で
あ
ら
う
。
，，
 

1

搬
'的
廣
用
や
勞
働
や
機
械
を
減
少
ル
分
業
に
ょ
ウ
て 

生
诡
力
.

^」

高

め

む

が

め

に

は

小

經

營

は

，少
く
マ
し
も
.一 

千

H
:

ク
タ
n

ル
の
土
地
を
所
有
は
借
用
す
る
有
力
な 

る
會
社
組
織
に<

2

併
せ
ら
る
、
の
風
を
刷政

--:>、
：

經
營 

は
凡
て
合
理
主
義
じ
從
ウ
て
漸
方
法
を
採
用
し
宪
な 

る
機
械
"

有
效
な
る
肥
料
、
高
絵
に
し
て
素
養
，

0

る
小 

。數
勞
働
激
等
、

.

.

苟.
.
5
5

生
産
的
な
る
眼
b

は
費
用
を
惜
ま 

ホ
之
を
利
用
す
る
こ
i

に
な
.

る
で
あ
ら
う
。

い
小
經
營
の
合
併
は
先
づ
俊
略
を
受
け
た
地
方
か
ら
始 

i

る
で
あ
ら
う
。
腐
事
根
本
か
ら
複
べ
さ
れ
た
是
等
の 

地
方
で
は
土
地
を
再
び
耕
作
に
附
す
る
が
た
め
に
は
多 

'

大
の
資
金
を
婴
す
ふS

'

で
あ
る
が
、
農
民
は
敵
軍
の
®

 

略
惊
鸯
を
ホ
れ
得
セ
僅
少
の
做
鹿
を
ぱ
之
に
投
入
す
る 

こ
i

を
禱
路
す
'

る

で

あ

、ら

う

し

、

一
‘
ガ

都

ホ

で

は

高

货 

を
.

拂
0

H

数
働
者
を
迎
へ
る
で
わ
、も
う
か
ら
し
て
、
彼

都
十
二
號

i

l

'等
農
民
は<

T
-

や
：不
毛

と

な
れ
る
所
有
地
を
廉

價

に

會

社
 

.又
は
大
地
生

に

賣

却
す
る

で

わ
6

う

’J

 

V

J

は
明
白
で

あ 

る
。：

光

も

政
府
は
農
業
信
用
の
便
を
與
.

へ’
家

畜

，
種

于

 

W

苗

r

肥

料

等
を
分
與
す

る

二

ご
に

，ょ
ウ

て
h

豐
を
其 

の
出

孤
に
振

.
^
.せ
-

^

め
.

む

V
)

ど
•

をS

肋
め
る

で

あ

ら

う

が
 

然

し

是

等

の

方

法

を

以

て

：
し

も

未

だ

，
彼

等

の

蒙

れ

る 

損
害
を
恢
復
せ
し

む

る

に

は

足

り

な

い

か

ら

し

て

彼

^
?
|
|
; 

は
否
で
も
應
で

ぁ

都
ボ
へ
向
ふ

で

あ

ら

う

、

而

も

政舟 

が

農
民
に
與

ゴ

る

に
勞
働
供
給
を
以
て
す
る

の

方

；
^
、に 

出
で
す
し
て
金
錢
的
補
助
を
與
.ふ

る

の

遂
に
出
で

ん

か
 

農
民
向
都
の
傾
向
は
益
々
助
長
せ
ら
れ
ル

經

營

の

合

饼
 

が<
f

.々

促
進
せ
も
，る
V

0
で
あ
る
。，
更
に
他
方
に
あ
つ 

て
は
、
魏
多
の
地
方
.

に
於
.

て

農

'民

が

多

數

桃

報

の

犧

牲 

す
な
ゎ
て
借
地
人
を
減
じ
戰
揚
附
近
の
借
地
の
價
做
の 

減
沙
を
來
す
べ
き
が
故
に
商
工
業
に
闕
係
を
有
す
る
也 

ま

今
s

s

s

r

を

る

土
 

s

f

廉
價
に 

手
離
す
だ
ら
う
か
ら
、
是
#
の
土
地
を
ぱ
挥
販
賣
又
は 

ル
作
に
附
す
る
の
目
的
：を
以
.て

れ

る

所

の

會

社

が

組
織
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
地
價
下
落
の
結
#

t

し
て
廣 

大
な
.

る

土

地

を

有

，利

に

：贷

し

得

る

農

業

會

®

の

組

織

が 

可
能

W

な
る
ぺ
.

H

i

何
人
も
：異
綠
な
き
所
で
あ
ら
う
。

然
ら
ぱ
斯
る
士
地
の
合
併
邀
裁
の
大
經
營
化
は
農
業 

そ
の
も
の
に
i

ぐ
て
果
し
て
有
利
な
b

や
將
た
不
利
な 

り
や
。
菩
人
は
有
利
で
あ
る
i

信
す
る
.

。
何
4

な
れ
ば 

第
二
じ
は
此
の
方
法
に
よ
つ
て
管
理
‘

さ
る
、
土
地
は
嚴 

序
し
ズ
適
當
な
る
方
法
に
よ

0
^

て
耕
作
せ
ら
る
ベ
く

 

綿
密
な
る
簿
記
法
に
よ
り
‘て
ホ
稀
事
業
利
潤
を
し
く 

算
出
じ
得
ふ
に
至
る
で
.

あ
ら
う
、
第一

j

に
ぱ
此
較
的
大 

な
る
資
本
主
義
的
會
社
の
組
織
さ
る
、
、:

き
は
敎
育
あ 

る
座
業
技
術
家
の
招
職
を
可
能
な
ら
し
め
戦
後
の
農
業 

麻
に
完
全
サ
る
新
方
法
を
紹
介
し
農
業
の
摩
®
及
實
際 

を
完
成
せ
も
め
る
で
あ
ら
う
'

而
し
て
®

!

1、一

に
は
多
大 

の
資
本
~

^

*

長
®
の
經
營
せ
を
必
要
ご
す
る
土
地
改
化
の 

事
業
は
性
®

上
倘
人
よ
★
も
生
命
長
き
組
分
の
出
現
に 

よ
つ

v
:̂

可
能
‘

な
る
か
ら
で
お
る
。

戦
後
佛
國
の
廣
業
は
如
何
に
し
て
注
廣
資
料
の
共
同

第
十
卷
-

a
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